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経営企画部へ異動、サステナビリティ担当

2024年
7月

環境省「令和5年度 バリューチェーン全体での
脱炭素化推進モデル事業」に調達担当として参加

2023年

カーボンニュートラルの活動に参加2022年

株式会社FUJI入社
約4年間調達部門にて
15～20社のQCD管理を担当

2020年
4月

経営企画部

兵藤 亘
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1.株式会社ＦＵＪＩとは？   会社概要

2

従業員数
（2024年3月末時点）

2,911名

売上高
（2024年3月期）

1,270億円

海外売上高比率

（2024年3月期）

88%

電子部品実装ロボット 工作機械（旋盤）

電子部品実装ロボット市場
世界トップクラスのシェア 本社：愛知県知立市
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1.株式会社ＦＵＪＩとは？   カーボンニュートラルへの取り組み

3

2023年4月にカーボンニュートラルに向けた環境中長期目標を策定

2030年まで 2050年まで

Scope1,2
FUJIグループの自社活動
におけるCO₂排出量削減

CO₂排出量

46％削減

（単体 2013年度比）

カーボンニュートラルへ

チャレンジ
（連結）

Scope3
サプライチェーン全体を
通じた社会への取り組み

売上高原単位CO₂排出量

30％削減

（2021年度比）

売上高原単位CO₂排出量

80％削減

（2021年度比）
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日本

11.9%

中国

29.2%

他アジア

22.5%

米国

13.4%

他北米

4.1%

ヨーロッパ

16.8%

その他

2.1%

2023年度

地域別売上高

127,059百万円

Scope1

1,856 

0.3%

Scope2

7,383 

1.2%

Scope3:カテゴリ1 

購入した製品・サービス

308,836 

49.6%

Scope3:カテゴリ11

販売した製品の使用

262,820 

42.2%

Scope3:その他

41,662 

6.7%

2022年度

Scope別CO₂排出量

622,557t-CO₂

(t-CO₂)

2.サプライチェーン排出量算定

4

①Scope3カテゴリ1の割合：約50％
⇒削減努力が反映される1次データへ変更

＊調達金額 × 排出原単位で排出量算定（2次データ）
環境省[５]産業連関表ベースの排出原単位を使用

②海外売上比率：約90％
⇒特に欧米の顧客より気候変動対応への

要望が年々増加

＊
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2.サプライチェーン排出量算定

5

サプライチェーン排出量の算定をする上での悩み(自社＆取引先)

直接材料だけが
算定範囲
なのかな？

営業所ごとの
集計であって
いるのかな？
本社分は？

国ごとに
原単位

違うのかな？
算定方法
あってる？

簡易的に
計算する方法は
ないのかな？
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3.環境省「バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業」

6

環境省「令和5年度 バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業」へ参加
・モデル事業…サプライチェーン上の構成企業と連携した削減取り組みの支援モデル事例を創出する
・活動期間:2023年9月～2024年2月

(参考) 

バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業への参加企業・団体決定について 
https://www.env.go.jp/press/press_02016.html

2023年度脱炭素経営フォーラム1/1
https://www.youtube.com/watch?v=joS3eLFaiAA

VC内企業：排出量算定/削減活動

助言

推進

相談

相談

構成企業

主催 事務局

応募申請者

コンサル会社

委託

支援検討

取引先 企業

●モデル事業全体像
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3.環境省「バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業」
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サプライヤーを巻き込んだカーボンニュートラルの3つの取り組み

①カーボンニュートラル

の意識醸成

②CO₂排出量の

可視化

③削減目標・取り組みの

策定

(伴走支援)
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3.環境省「バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業」
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①カーボンニュートラルの意識醸成
サプライヤー従業員向け動画作成し、サプライヤーへ展開
・なぜカーボンニュートラルに取り組む必要があるのかを説明
・多言語展開
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3.環境省「バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業」

9

②CO₂排出量の可視化
Excelにて排出量算定ツールの整備し、サプライヤー3社へ展開
⇒売上や従業員数等の会社の基本情報/エネルギー使用量/各種金額を入力することで

Scope1、 Scope2、Scope3のカテゴリ1～7の算定が可能に
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3.環境省「バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業」
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③削減目標策定の伴走支援
・サプライヤーの現状を把握するために省エネ診断を受診
・意識醸成における従業員へのアンケート調査

▲省エネ診断
安田塗装工業（株）

▼省エネ診断
幸和産業（株）

▼アンケート調査
（株）東海機械製作所
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3.環境省「バリューチェーン全体での脱炭素化推進モデル事業」

11

③削減目標策定の伴走支援
診断結果と従業員の声からサプライヤーの削減/取り組み目標を考えてもらう
⇒ 身近でできることを中心に、サプライヤーの定量的な目標や取り組みを構築

●安田塗装工業（株） ●幸和産業（株）●（株）東海機械製作所
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2024年度
15社実施予定

2025年度
仕入金額上位50%以上を
占めるサプライヤー対象

2030年度
仕入金額上位90%以上を
占めるサプライヤー対象

2050年度
売上高原単位CO2排出量
2021年度比80%削減

４．今後のエンゲージメント方針

12

今後のサプライチェーン含めたロードマップ
・推進体制の強化
コーポレート部門：サプライヤーとの連携推進担当者設置
調達部門：環境対応人数増加

バリューチェーンに
活動を広げていく



本文書に含まれる全ての内容の著作権は当社に帰属します。 当社の許可無く、掲載内容の一部またはすべてを複製、転載する事を禁止します。

ご清聴ありがとうございました
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